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ビデオフィー ドバツクによつてできる映像には、

動物の模様にそつくりなものがあります。
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サイエンスアー トギャラリー ローー

ビデオフィー ドバック映像

ビデオカメラの映像をプロジェクターでスク リーンに投影 し自
画取 りすると、ビデォフィー ドバ ック現象によリスクリーンの四

角い枠が中心に向かって幾重にも連なっていく。カメラを傾ける
と白黒の粒が点滅 しているような模様が現れる。中心をズームす
ると映像は拡大されて消えてしまうが、その時、ライターの火の

ような光源を与えると、丸い光の玉ができる。カメラの角度や距

離を変えて微調整すると形が変化 し、色々なパターンが現れてく

る。傾ける角度がちょうどパターンと重なった時、映像は静止 し
たように見え、映像 自体の揺 らぎとモアレによりゆっくりと変化
しながら、非常に個性的で有機的な形が現れる。



紙の文化を残そう

ISTA会誌編集委員  渡辺泰成

ISTAは創立8年 目に入りました。今迄の広報活動は積極的なものではありませんでした。初期の4年

間の会誌は、ISTAの ポリシーを理事長や理事に書いて頂きましたが、本体は埼玉県に提出する「平成○

〇年度活動報告書」であって、展覧会やワークショップの活動の様子を伝える写真集があるだけでしたの

で、NPOの展望はなかなか見えて来ません。こんな反省から、平成21年度から正式に「ISTA会誌」と名

前を改め本来の活動の核心部分、サイエンスアートギャラリー欄への会員の作品の誌上展、サイエンスア

ートに関する論文、技術報告などと共に、子どものアートを応用した科学ワークショップの制作技術の公

開、随筆など多彩な記事を会誌の中心に据え、「活動報告」は巻末に掲載するように、改めました。

会誌の執筆者の増加と共に、学会誌のような査読制度のあるジャーナルとして内容を充実してほしいと

いう要望もありました。 学会誌、一般誌を問わず、専門誌やマニアックな雑誌が多い中で、科学と芸術の

コラボレートを言匠つたISTAの組織名に「学際」という言葉が入つているのはご存知と思います。 異文化の

相互理解から始まる相互作用が何をもたらすか、一つの社会的な実験を始めようという試みです。現段階

では、科学は自然科学を想定していますが、社会科学、人文科学など全てのジャンルを網羅し、それら

の間に横たわる問題の提起や議論をしてゆきたい。そのためには、記事に誤りがなく、異分野の読者や、

高校生以上の全ての世代の市民に分りやすい学術論文、技術論文、解説記事、随筆であることが求めら

れます。この趣旨に沿い会誌の性格を理事会で議論し投稿要綱を投稿規程に改めました。

さて、近年、本や雑誌が読めるiPadのような新しいメディアが登場し、すでにあるpdfファイルはパソコ

ン上で論文も読め、画像、音楽、動画がたやすく楽しめる時代となりましたが、出版業がそのために廃れ

たとはいえ、本を手に読書する人も減ったようには見えません。 ISTA会誌もpdfファイルにしてホームペ

ージに掲載予定ですが、パソコンを持たない会員、持っていてもめったに開かない会員がいるのも事実

です。 パソコン上で会誌を見るのと、送られてきた会誌を手にとつて見るのとでは生理的な感触が違い

ます。会誌と一緒にワークシヨップのキットをつけて会員がものつくりを楽しむこともできます。lTメディア

だけに頼らず、会誌を手にとつて見る紙の文化を主張するのも文化の表現の多様`性の一つの形態と考え

るので継続したい。約 150部の会誌の紙を事務所でカラー印刷・編集作業をするとき、受け取つた会員の

反応を想像し、編集。ボランティア会員は共同作業を楽しんでいます。会誌の内容もこのような趣旨で少

しずつ興味をそそる読み物を増やしたいので、会員がワクワクするような記事を是非お寄せ下さい。
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科学芸術における双対性
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は じめに

双対性 (duality)と い うキー ワー ドは、過 去か ら現在 に至 るまで物理 、数学 [1],[2]に とどまら

ず、工学 [3]の 分野や経済学、哲学、宗教の分野 に於いて も重要な役割 を担 って来た。従 つて、双

対性 の意味は諸分野 に よって多少ニ ュア ンスが異なるため、 ここでは大雑把 に、互いに相反す る

性質をもつ 2対間の関係性 として扱 うことにする。本論文のねらいは、主に物理、数学、工学の

分野で用いられてきた双対性の概念を再考することと、これらに関連付けられる図形、デザイン、

芸術作品等について、関係する双対性の概念 と視覚的双対性の破れという仮説を導入し、それら

への適用を試みることにある。

1.デ ュアリズムと陰陽、太極図、二つ巴

双対性の思想は、デュアリズム(dualism:二元論)と 言われる。これらの思想の影響は、歴史的

に古くはゾロアスター教に現れ、その影響を受けたユダヤ教、キリス ト教のグノーシス主義、イ

スラム教、大乗仏教等の西域の宗教や、古代中国に於ける儒教、道教、易経にもみられる。これ

らとは別に、中華圏では、二元論に類する思想 として陰陽[4]が広く知れている。陰陽とは、互い

に対立する属性を持つ二気である陰と陽によつて、宇宙の多様な物事を解釈するという思想であ

る。ここで、中国、宋代の哲学書、太極図説 [5]の 一部分を引用すると「無極にして太極なり。太

極が動いて陽を生ず。動極まって静なりし静にして陰を生ず.静極まってまた動なり。一動―静、

互いに其の根 と為って、分かれて陰、分かれて陽、両儀立つ。陽が変 じて陰が合して、水火木金

上を生ず。五気 (水火木金土)が順に動いて四時 (四季)が行われ、これを五行と言 うが、要す

るに一陰陽である。陰陽は一太極であり、太極はもと無極である…」とあるように、これは現代

物理学をあたかも予見 したかのような内容 としても解釈することも可能である。このシンボリッ

クなイメージとして図 1-laに 示すような陰陽魚太極図[6]が知られている。双対的な思想は、易

経 [7]の 場合、より実利的な色彩を帯びてくる。易経とは、古代中国の占笠 (細い竹を使用する占

い)の書であり、符号 (シ ンボル)を 用いて状態の変遷、変化の予測を体系化したもので、その

中心思想は、陰と陽 2種の元素の対立と統合により、世間万物の変化の法貝Jを説いている。



図 1-la.陰陽魚太極図 図 1-lb.先 天太極図 図 1-lc.後 天太極図

古代中国の哲学と宇宙観の集大成である。数学的に 2進法を最初に確立したのは ドイツの数学

者ライプニッツで、親中家であったライプニッツは 1703年イエズス会宣教師ブーヴェから朱烹の

「伏義六十四卦方位図」を送られ、その中に自らが編み出していた 2進数の演算規則を見出した。

図 1-lbと 図 1-lcは 、易経の人卦と陰陽魚太極図を組合せた図で、それぞれ先天太極図と後天太

極図と呼ばれる。このような太極図は、中華思想の影響が強いアジア諸国、韓国、モンゴル等で

国旗 として使用される例が見受けられる。例えば、図 1-2aは大韓民国の国旗太極旗 [8]で、白地

の中央にある円は陰陽 (太極図)を表し、赤は陽、青は陰を意味する。これは善悪 。新旧・天地 。

男女など万物は双対するものから創生されるという思想である。図 1-2bはモンゴルの国旗で、左

狽1の 図中は上から、火・地球 。水 。太陽・月・陰陽 (太極図)を表している。

図 1-2a.大韓民国の国旗         図 12b.モ ンゴル国の国旗

さらに、陰陽思想、太極図の影響は中華圏のみならず、世界各国に広がっている。例えば、サ

ーフブランドTown&Country(タ ウンアン ドカン トリー)の ロゴにも陰陽 (太極図)が含まれてい

ることが知られている。

図 1-3a.左三つ 巴 図 1-3b.右二つ巴図 図 1-3c.W00LMARK

以上の太極図は 「二つ巴」とも呼ばれ、 2つの双対性をイメージしているが、これが 3つにな

つた場合は、日本の家紋や神紋・寺紋等の紋 としても用いられている三つ巴[9]と いう図案 (図 1-3a、

13b)が存在する。また図 1-3cは有名な W00LMARKで ある。「三つ巴」の意味としては 「二つのも

のが互いに対立して入 り乱れる」等が知られている。このような二つ巴状態の対称性は、イメー

ジとして R(レ ッド),G(グ リーン),B(ブルー)と いう色の三原色や、ハ ドロン(陽子、中性子等)を

構成していると考えられているクォークのSU(3)対称性等との類推 (Analogy)と 考えることが出来

る。但し、ここでは、以上の概念をより単純化 して考察したい為、「三つ巴」についてはこれ以上

扱わず 「二つ巴」、つまり2つの双対性の概念を主について考える。

図 12b.モ ンゴル国の国旗



2.太極図をイメージする物理系

物理学の分野では古くから、“粒子と波動の双対性 "、 “電荷と磁荷の双対性".… etc等 として、

双対性は重要な概念として扱われてきた。これに関連して、前章で述べた太極図についても、い

くつかの具体的な物理系とのアナロジーとしてイメージすることが出来る。例えば、素粒子物理

学の粒子と反粒子、 2次元量子渦対 (図 2-la)の渦と反渦等の対生成、対消滅、または超伝導のク

ーパー対 (図 2-lb)等 も直接的に太極図を連想させる。 (こ こは誤解を招きやすい部分である。電

流ループとして考えれば逆方向であるが、磁束ループで考えれば同方向で引力的な相互作用を生

じるために対を形成するという意味である。ここでは太極図は互いに対立する陰と陽の対という

イメージで、逆方向の電流ループで説明した。)

図 21a.2次 元量子渦対 図 2-lb.ク ーパー対図 2-lc. Abrikosov右呂f藤

第 2種超伝導体の場合、ある磁場の強さの条件下で、図 2-lcに 示すように量子渦が三角格子状 (黒

い格子)に整列した Abrikosov格 子 [10]と 呼ばれる渦糸結晶を形成することが知られている。三角

格子と双対な格子として蜂の巣格子が知られている。 図 2-lcの 自の部分 (超伝導部分)か ら作ら

れる格子 (超伝導格子)は蜂の巣格子で黒い格子 (渦糸格子 Abrikosov格子)の裏格子 (双対格子)と

双対関係にある 2次元格子である。これらは太極図が周期的に配列された状態とイメージするこ

とが出来る。

以上は超伝導体の場合の例であるが、磁性体の相転移現象を記述するためのモデルとして、イ

ジング模型という “おもちゃ"が使用されている。ここでも、蜂の巣格子 (表格子)と 三角格子 (裏

格子)の双対変換 (図 2-2a)が知られている。 伏見康治、庄司一郎氏 [11]の 「結晶統計と代数」に

よると、相転移が起こる転移温度を厳密に導出するためには、表裏変換だけでは不十分で、図 2-2b

に示すような蜂の巣格子一三角格子の Y― △(Star Triangle)変 換も導入する必要があることが知

られている。 図 23は これらの格子の表裏変換とY一 △変換との間の相互関係を示している。

図 2-2a.蜂 の巣格子一三角格子 (表裏 ) 図 2-2b.蜂の巣格子一三角格子∈―△)



図 2-3蜂の巣格子一三角格子による表裏変換とY一 △変換の相互関係

ここで〃 は蜂の巣格子(Honeycomb lattice)の 格子間相互作用、
『

は蜂の巣格子を表裏変換し

た三角格子 (triangular lattice)の 格子間相互作用、
『

+は
蜂の巣格子を Y― △変換した裏三角

格子の格子間相互作用、〃
+は

裏蜂の巣格子の格子間相互作用である。

3.視覚イメージの双対性

図 3-laは 1930年 にアメリカ合衆国の著名な心理学者、エ ドウィン・ボー リング (Edwin

Garrigues Boring)の 視覚による知覚の研究で有名になつた、日本では『婦人と老婆』 [12]と し

て知られている反転図形 (reversible figure)である。反転図形 とは一つの図形でありながら、2

種類の意味がある形として認識 される図形のことである。一般的に 2種類以上の意味がある形と

して認識される場合も含めて、これらは多義図形(ambiguOus figure)[13]と も呼ばれる。例えば、

図 3-lbの『 ウサギとアヒル』では、ウサギとアヒルの認識の割合が殆ど等しくなつているcつま

リウサギとアヒルが互いに双対な意味を持つ図形 として、自己双対な関係 (relation Of self

dual)、 まさに太極図状態となっている。例えば最初にアヒルの姿と認識されると、なかなかウサ

ギの姿が観えないが、その後、ウサギの姿が認識されると、自己双対な両者の間を自由に見分け

ることが可能 となる。ウサギとアヒルという互いに双対な秩序を同時に認識することは出来ない

ため、それらの認識状態が不安定になって秩序の認識反転を繰 り返すことになる。どちらかの秩

序を認識するためには、視覚的に自己双対性を破ることが必要となる。以上を著者は、図形認識

に関する視覚的双対性の破れの仮説と名付けた。

図 31a婦人と老婆 図 3-lb.ウ サギとアヒル 図 3-lc.ル ビンの壷



他に視覚的双対性の破れの仮説が適用出来る例として、多義図形のとして有名な、ルビンの壷

(図 3-lc)等が存在する。図 3-2と 図 3-3はイタリアの代表的なグラフィックデザイナーである

Franco Grignani[14]の 作品を参考に、著者が描いた多義図形である。 Franco Grignani[15]は

1908年にイタリアに生まれ、第二次未来派の影響下にアーティス トとなり、建築、絵画、実験写

真、グラフィックデザイン等を学ぶ。等画像光学、臨床心理学,認知心理学などの科学的発展を

受け、これらの抽象的な視覚実験を積極的に取り入れた作品を手がけている。

図 3-2.多義図形作品例 1 図 3-3.多義図形作品例 2

ここで、これらの作品例に「視覚的双対性の破れ」仮説を適用してみる。

①.図 3‐ 2と 図 3‐ 3共にユニットとなる図形の最小単位の双対ペアが 2組存在している。

例えば、図 3‐2の場合の最小単位の双対ペアを図3-3の (a)と (b)で与えることが出来る。

(a)           (b)

図 3-4.図 3‐2の最小単位の双対ペア

また、図 3‐ 3の場合の最小単位の双対ペアは、図 3-5の (a)と (b)で与えることが出来る。

(a)

図 3-5。

(b)

図 3‐ 3最小単位の双対ペア



② . これらは図 2‐ 2で示した Abrikosov格子の超伝導―渦糸の双対性 (ま たは電荷と磁束の双対

性)と のアナロジーと考えることが出来る。例えば図 32の中央部 (図 36に認識反転を繰

り返す個所を長方形枠と矢印で示した)の接合壁をしばらく凝視すると、ここが凹か凸にな

るかで、認識状態が不安定になつて秩序の凹と凸の認識反転を繰 り返すことになる。

●
●

図 3-6.図 3‐2で認識反転を繰 り返す個所  図 3-7.図 3‐ 3で認識反転を繰 り返す個所

③.図 卜7に図 3-3の左右の図形それぞれの上下で、凹と凸の認識反転を繰 り返す個所を長方形

枠と矢印で示した。

これらの凹と凸の関係は、量子論的に互いに正準共役な不確性定関係 (互い双対な電荷と磁束も

不確性定関係が成立する)に ある状態、または量子相転移の臨界点近傍での自己双対状態 (2次元

系に於ける超伝導一絶縁体転移のような)と のアナロジーとして、鑑賞者 (観測者)が凹か凸か何れ

かの状態を認識するためには、鑑賞者 自身が自発的に視覚的双対性を破る必要がある。これが「視

覚的双対性の破れ」の仮説である。著者 とは異なる立場から、Franco Crignaniの作品を中心に

物理的概念から導入し、解釈を試みているのがジョゼッペ・カリオティによる文献 [16]で ある。

カリオティは多義図形や Franco Grignaniの 作品に対し「あいまい構造の知覚力学」を提唱して

いる。ここではユニットとなる図形が新概念 「グラフィック凝縮」によつて 「自発的対称性の破

れ」 [17]を起こす というシナ リオを導入している。

4.ま とめ

本論文では、最初に双対性の思想の歴史、特に中国に於ける陰陽思想や太極図を示し、これに

関して世界各国で使用されている国旗やロゴの例について解説した。次に双対性を示し、太極図

をイメージする物理系として、 2次元量子渦対、クーパー対、Abrikosov格 子、 2次元イジング

モデルの蜂の巣格子一三角格子による表裏変換 と Y一 △変換の相互関係の例について紹介した。

最後に、著者が導入した「視覚的双対性の破れ」仮説を多義図形とイタリアのグラフィックデザ

イナーFranco Grignaniの作品に適用した例を示した。今後は 「視覚的双対性の破れ」の仮説を

多義図形だけでなく、より広範囲の芸術やデザインの分野に導入し考察したい所存である。
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一

ほっこころ

東京工芸大学工学部メディア画像学科 玉木元康、柴崎正明、佐藤利文、内田孝幸

Abstract:We fabricatcd an art、vork on thc basis of the concept、 vhich forms hcart‐shapcd matcrials

of Japancse cDprcss so as to make thc most of the texturc of the matc五 alヽ Fu血crmore, in order to

show touch of the wallllth of thc hcart,we set up the clcctro面 c bo(対 wallller("Kairo")of Japan fOr

making the art、 vork 、vallll insidc R/1oreovet 、ve prepared thc clectronic circuit equipped、vith the

function ofthe rcsponse of the LEI〕 flash、vhich is synchronizcd by the blood flo、 vJ〕on■ man's flnger.

By this work,wc fabricated the art work which proved that you fccl the wanil heart when you touch

the ottect lt iS possiblc to g市 e you wantlth of hcart by ushg inorganic matcrials and inorganic

clcctronic circuit

Keywords:Japanesc C)アprcss, Blood― ■o、「scnso阜 EIcctronic body、 varlnet lVanllth of nlan｀ s llcarts,

Hcarts

l.は じめに

近年の ICT(情報通信技術)化に伴いスマー トフオンを代表 とする情報端末が広 くもちい られ

るようになつた。デジタル化の進展 と相まつて、高速で大量の情報が扱える半面、無機質な機器

が身の回 りにあふれるようにな り、昔ながらの余裕や心のゆとりが無 くなってきた状況でもある。

このような背景の中、筆者 らは、有機質な木の質感 とそこか らイメージできる心のぬくもりを感

じられるよう、また、人 と人を繋 ぐものや近 くに人を感 じられ るようなもの としてデザインした

作品を作製 した。

この作品は、一つ一つ手で作ることによつて機械がもた らす全て均一の丸みではなく人の手か

ら作 られる丸みや歪みなどで、一つずつの個性やまた違つた暖かさなどを感 じてもらうことを目

的 とした。脈拍センサをつけることにより、ただの機械仕掛けのホッカイロではなく、この作品

が見学者の心臓 と同期 して光ることによつて、親近感を持てるようにした。

2.作 品作製

図 1(a)に 示すような、ひのきの風合いが最前面に出るように、木目を選び外形をジグソーで切

り出し、さらに、ランダムアクションサンダーで形を曲面に整えた。ひのきは 29mmの厚みのも

のを、下部、中間部分、上部のパーツとして貼り合わせるように設計した。内部には制御、駆動

用の電気回路を入れるスペースを設けた。

内蔵した LEDの発光を内部から透過させるため、ひのきの上面パーツのハー ト形の中心部分

を約 05～07mmの厚さまでにルーターで削り、この部分を光が透けるほど薄い状態にした。この

ままでは、この薄い部分は破損してしまうため、透明な樹脂 (ク リスタルレジン ;日 本レジン社 )

[1]を 流し込んで、光透過性を損なうことなく機械的強度を確保した。



発光とは別にひのきの下部のパーツからは手で触れたときに、温かさが伝わるように、ヒータ

ー (電子カイロ)を内蔵させた。最近、USBでの充電式の薄型電子カイロが販売されているため、

これを内蔵することで、ほっこころの温度を温かい温度 (約 40℃ )になるようにした。また、高

輝度 LEDに よつて、図 1(b)に示すようにハー トの中′い (内部)が赤く点滅する回路を内蔵させ

た。点滅の制御には、小型マイコンである Arduino[2]を 用いた。回路の概略図と内部の写真を図

2(a),(b)に それぞれ示す。内蔵回路は大別すると LED点滅回路と、ヒーターを含む加熱回路とな

るが、どちらも既存の Arduino UnOな らびに、e‐ Ka廿o(USB充電式カイロ)[3]基本として構成し

た。LEDに は高輝度、高出力のものを利用したため、Arduinoの 出力端子に別途増幅用 トランジ

スタを付与し駆動した。

展示に際して、「ほっこころ」を見学者に手にとって頂かないと (セ ンサ部に指を触れないと)、

点滅が開始 しないのでは、内蔵された機能が埋もれてしまいアピール度が低くなるため、人が触

っていない場合、すなわち脈拍センサが反応 しない場合は、自動点滅モー ドに切 り替わるように、

Arduino上に論理分岐プログラムを付与した。心拍センサはArduino互 換対応の市販シール ドを用

いた14]。 これは、赤外線のフォ トリフレクタによって、血流の増減を検知するものである。作品

を見学者が両手でもつた時に丁度、人差 し指の付近になるように、このセンサを配置した (図 2(a))。

(a)非発光時

図 1

(a)断面概略図

図 2 「ほっこころ」

6)発 光時

「ほつこころ」の外観

6)内部の写真

の断面概略図と実際の内部

脈拍センサ
(フォトインタラフタ)
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血流に応じて、赤色 LEDの 点滅を行わせるが、ひのきの薄皮を通じて観測される光は、無機質

な元の赤色 LEDに比べ、「あたたかみ」のある光を放つ。この差を評価するため、スペク トロメ

ーター (USB2000、 オーシャンオプ トロニクス社)に よつて発光スペク トルを測定した。測定範

囲はコア径 lmmの光ファイバを用いて測定し、照明光は通常の展示と同様の環境を想定し、市販

の蛍光ランプ下で行った。

3.作品の評価 と考察

図 1に示した、「ほつこころ」表面の、分光スペク トルを図 3に示す。まず白色板 として硫酸バ

リウムを用い、通常の蛍光灯からの反射スペク トルを測定した (図 3(a))。 この場合、Hgの輝線

である、405,436,546,578,(612)nmに ピークが観測される。この照明光を、ひのき表面に照射 し

得られるスペク トルは図 3(b)の ようになり、短波長側のピークならびに矢印で示 した中心波長

487nmのブロー ドなピークが減少したため、目にはひのきの木材の色に見える。このスペク トル

上に図 3(d)の 中心波長 630nmの赤色の LEDを裏面から照射することによつて、図 3(c)の ひのき表

面での発光スペク トル (図 1(b)の写真に相当)が得られる。

しかしながら、この本の薄皮を通じて得られる、光のあたたかみは、分光スペク トルだけで評

価できるものではなく、本 (の繊維)に よる光の散乱、木 目による光の濃淡や分布等が複合的に

寄与しているものであり、心理的な要因と併せて、単純には評価できない部分であり奥深い 1)の
。

700

Wavelen曇 (lllln)

(a)蛍 光灯下の自色版、6)蛍光灯下のひのき、⑤蛍光灯下のひのき裏面からLED照射、(の赤
色 LEDそれぞれの分光スペクトル

図 3 「ほつこころ」表面の分光スペ ク トル

(d)tr#eLED

(c)Arle?:;aJLED,f;{I d
ひのき面での発光

lb)◇ ひのき面の照明反射

(a)0白 色板の照明反射



作品の内部には電子カイロが内蔵され、電源投入と同時に加熱が開始される。その熱を熱伝導用

銅板を通じて、ひのきの外部に熱を伝える。この温度分布と、温度変化の結果を図 4o～ (c)に そ

れぞれ示す。電源投入後すぐに伝導用銅板付近が温まり、その後、(c)に 示すように、ほぼ全体に

熱が伝わり、表面温度で 5分で定常に達する。この中心部分の計測温度の電源投入時からの時間

依存性を、図 5に示す。カイロのヒーター部分の伝導用鋼板に伝わり、3分後にはこの部分が

ほぼ均一に 30度以上となる。さらに 10分経過 しほぼ定常温度になった段階では、人の体温

よりも少 し高い、40度を示す、図では白い部分が現れる。特に、10分後の上部が熱く (サー

モグラフィ表示では自く)なるのは、図4における赤くなった熱伝導用銅板箇所に対して、実

際の駆動回路部分を除いたヒーター素子の箇所は、破線で示 したように、上 2/3位であるた

めと思われる。

(a)電源投入時 6)電源投入後 3分   C) 電源投入後 10分

の温度変化図 4 サーモ グラフィによる、「ほつこころ」
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経過時間 価血)

「ほつこころ」の表面 (裏 )

温度の時間変化
の電源投入か らの図 5
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図 6展示台にのせた 「ほっこころ」



図 7 ひのきの本材 自体を基板 とし

た、有機色素分散型無機 ELのひ

のき面か らの発光

筆者 らの研究室では、有機 EL素子や有機色素分散型

無機 EL素子の作製を行つている
3)→´今後、現在の作

品で用いた無機の LEDを有機 LED(有機 EL)や有機

色素分散型無機 ELに置きかえることで、作品の主要機

能部品を面発光の ELで構築できる
=

最近、筆者 らはひのきの本材 自体を基板 として、そ

の上に有機透明電極 として高導電性ポ リマー、次に緑

色発光 Zns系蛍光体、誘電体、A3ベース トをそれぞれ、

スクリーン印刷法で塗付 し、図 7に示す ような、ひの

き基板から直接発光する有機色素分散型無機 ELを作

製 した.今後はこれ らの素 子を 「ほつこころ」等に適

用することで、より新 しい作品の構築が期待できる。

お りしも、今年 (20H年 )は有機 EL照明バネルが市販に至った[6][7]時 期でもあり、無機的な電

子部品から有機的な表情を有する機能作品[8][9]の
一例になれば幸いである.

lilつ ここ´ヽ

珀

図 8 「ほつこころ」 (@京橋 ASK、 銀座)
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卜のコラボレーションー、20H tt H/14(月 )～ 11/19(上 )(ISTA)に作品を展示した際の写真である。

有機色素分散型無機 EL素子の研究の一部は、文部科学省の科研費 (課題番号 :21560337)助 成

を受けたものである。また、温度分布の沢1定 に際しサーモグラフィの便宜ならびにご指導を賜 り

ました、本学、大井正男教授、井上裕夫先生に感謝申し上げます。
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一
解 説

一

植物の学名を知って,植物に親 しむ (Ⅱ )

東久留米市 :田 中 學

第二部 ラテン語の性 (gender)と 語尾変化の概略
ラテ ン語の性 (gender)

● ラテン語の各名詞・形容詞には文法上の性(gender)が あり,男性 。女性 。中性に区別され

る.属名 (名詞形)の代表的な性語尾変化(第一変化形):

◎ 男性  m.― us, 女性 ■ ―a, 中性  n.― um
男性名詞 : a′″滋υs(ナデシコ属),■留 I"θロセs(キンポウゲ属),P′わυs(キイチゴ

属)

女性名詞 : Magn死′ (モ クレン属),Эrya(イ ネ属),″θ理 (バ ラ属 )

中性名詞 :Иθθr力″″ (ト リカブ ト属),So■aコ zlw(ナ ス属),ルarれ″他  (ウ スユキ

ソウ属 )

植物の属名 : 女性名詞が多く,男性 。中性名詞は少ない。

属名 と種小名
● 学名 : 属名+種小名 .… ラテン語各 1語で表記

● 種小名 (主 に形容詞)は属名の性 (gender)に必ず一致させる

(第一変化形 )

m. 縮れたキク科 ヒレアザミ

ナデシコ科 ハマナデシヨ

ツバキ科 ヤブツバキ

モクレン科 ホオノキ

キク科 ウスユキソウ

ブナ科 ブナ

Carduus crispus L.
Dianthusjaponicus Thunb.
Cane■■iaノaρθコta L.         1
Mattdia■″ 滅θυa′  Sieb.et Zucc.下 面が自色の

Zθθ″ι

"θ
″口″ノaρθ″ゴι″″  Miquel n.

*Re■
じ観″『獣女性名鰍 1lh墨

ブナ                       トテノキ

男性語尾で女性名詞扱いの属

□  属名語尾が 一us(男性語尾)で終わつていても,例外的に慣用として女性名詞

扱いになる属名 :

∠θ
“
ノロs(ト チノキ),И力υs(ハンノキ),Jげ′s(ツ ゲ),0泌海

“
s(ク マシデ),α″υs

(ミ カン),Oorn口 s(サ ンシュユ),3ory■ys(ハ シバミ),a′″昭′s(サ ンザシ),

ル θ曜″″s(グ ミ),Fttys(ブナ),乃υυθ(イ チジク),E″励 ′s(ト ネリコ),メ盟ヵ″口θ

(ネ ズミサシ),腸励ノロs(タ ブノキ),Mi口s(リ ンゴ),″勧堕s(ク ワ),動ゴルdeぉhυs

(バイカウツギ),■力υs(マ ツ),■ηノyS(ヤマナラシ),*′ア囲υs(サクラ),■″ys

(ナシ),θυθrθ′s(コナラ),ん物″コロs(ク ロウメモ ドキ),んbυs(ウルシ),S狙わ口θ口s

トチ ノキ
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(ニ ワ トコ),So島″θ (ナナカマ ド),動χ口s(イ チイ),曖m″θ (ニ レ)など樹木に多い

*乃。ロロυs属は近年 ル ロ ″s(スモモ属)と 決■as口s(サ クラ属)に細分される

ようになってきた。 更に ヽ■asys属の一部を■7ご″s属 とする見解もある。
バラ科 ミネザクラ
バラ科  ウワミズザクラ

トチノキ科  トチノキ

カバノキ科 クマシデ

マツ科 ハイマツ

ブナ科 クヌギ

Aesculusturbinata Blume
Carpinusjaponica Blume
Pinuspumila @all,) Regel

Cerasus (Prunus) nipponica Matsum.
Padus (Prunus) grayana (Maxim.) C. K. Schneid.

倒円錐形の

矮性の

θ
“
κ口θ′θ″直S血′ Carruth. 非常に鋭先形の

一issimus(最上級語尾)

名詞同様の

1男性  m._us, 女性  ■ ―a, 中性 n._um[第 一変化形]の他に,

2(男性 ―eL 女性 一a, 中性 ―um)[第 二変化形],

3(男性 ―is 女性  ―is, 中性  ―e)。 (三性とも無変化)[第二変化形 A,C]ぁ り
1イ ネ科 エゾムギ        E■ ym″θ ttiric″sL.      シベ リア産の

フサザクラ科 フサザクラ   ]り 励 ′′olyan″2 Sieb.et Zucc, 多雄蕊の
アカザ科 シロザ       の

“
″

“
励″″加幽 L.        白い

2キク科 オニノゲシ      S盟 盪口θ′″″ C.)Hill        粗面の
ヤマモモ科 ヤマモモ     ″″滋υr″肱a sieb.et Zucc.  ruber(赤い)

ナス科 イヌホオズキ     S髪 狙ロコ凛豪ロコ L.      niger(黒 い)

3キンポウゲ科 オオウマノアシガタ 2′コ囲θ」usgranttθ Honda     大きな
ウマノスズクサ科 タマノカンアオイ ル

““
ぼopa″″′

"gs Makino
東京都多摩地域の

常緑の多年草で,本州 (関東南西部)に産し,最初,多摩丘陵で採集された
シソ科 ホ トケノザ       レコカコ amp■exたa42 L.       抱茎の

ラテン語の性語尾変化 :簡易一覧

* 属 名 (名詞・語頭は大文字)

男性 m。 _us,  女性 ■ ―a,  中性 n._um
* 種 月ヽ 名 (形容詞または名詞の属格・小文字)

①   ②   ③A ③C 人名・地名 人名銘 詞属格)

男性 m._us  ―er  ―is  ――  ―anus  ―e, 一i Or ―五
女,生  ■   ―a   ―a   _is   ―   _ana    ―e, 一i Or ―五
中性 n. _um ―um  ―e  ―  ―anum  ―e, -1 0r ―n

形容詞 (種小名)の性語尾変化 1

タマ ノカンアオイ
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形容詞 (種小名)の性語尾変化 2
[第二変化形 C]:形容詞の一部には、男・女。中性ともに無変化形のものがある.

キブシ科 キブシ

シソ科 キランソウ

S″3hy″口θ′r′θθθχ Sieb.et Zucc.  早咲きの

Ajugg decumbens Thunb. 横 。斜臥する

キンポウゲ科 サラシナショウマ  θbicihga3■メ餌  WOrmSk・ 単純な,単一の

ウマノスズクサ科 フタバアオイ  И
"rυ

″
“

滅
"cens Max血

有茎の

人名 口地名に因む種小名……固有名詞起源であるが、頭文字は小文字で表記する

(過去には、大文字で表記していた)

1 人名→形容詞化 して種小名 に .

● 接尾辞
‐anusを用い る。 形容詞 となるので ,属名 の性 に従い

語尾が 男性  m。 _us, 女性 ■ ―a, 中性  n。 一um と変化する。

ウコギ科 ウコギ Acanthopanax sieboldiatlrtE Makino
キンポウゲ科 ユキワリイチゲ   И′

““
f2θ 女ご壺θ′″′ T.Ito 伊藤圭介 (後述)

ホシクサ科  イ ヌノヒゲ ,力
“

″]o■■″考口θ力′″υ″ Koern. Miquel(後 述 )

2 人名→属格 (第二格)……・属名が男性・女性 。中性の何れであつても語形変化なし.

ニシキギ科 ツルマサキ     F“ oョ脚 υgん″υ■2ぼ (Turcz.)Hand.‐ Mazz.m.
マツ科 アカエゾマツ      Rce′ νり物重 (Fr.Schm.)Masね rs     i
キク科 セイタカ トウヒレン   S知 ∬υrθ′″コ′女′θ Fr.et Sav. ■ 田中芳男

カエデ科 ミネカエデ Иθθrね勁
"θ

」
=Maxim.  n.須

川長之助

R.Fortune(1813‐ 1880)中 国産植物採集に傾倒 したイギリス人園芸学者・植物採集家

P vOn Glehn(1835‐ 1873)サハ リン植物を研究・採集 したロシア人

3地名→地名を形容詞化 して種小名に,

1国名・広域の地名 .… ………… 語尾 一icus(男性), 一ica(女性),一 icum(中性 )

2その他の地名 (産地・関係地等)._ 語尾 ―ensis(男 性,女性), 一ense(中 `D

3上記 2の代わりの場合 …語尾 一anus(男性), ―ana(女性), 一anum(中性 )

1セ ンリョウ科 ヒトリシズカ  3Ыora″泌υsヵりωノθνS Sieb    日本 (産)の

イワヒバ科  エゾヒメクラマゴケ Se■aginθル カご
"也 (L.)Link スイス (産)の

cf.国名 :ス イス helvetia

2ヒ ノキ科 イブキ エコウαυS励力墨 L.  1   中国 (産)の

キク科 ハヤチネウスユキソウ ιθθ″
`“

θご′″力のη泌力Ffl“

(Takeda)Hara et Kitam.

岩手県北上山地の早池峰 (1914m)の蛇紋岩地帯に特産する

3ス ミレ科 シレ トコスミレ   ぬ0■a力″″I′″′ Nakai   北海道 :北見地方の

ハナシノブ科 ハナシノブ   R」 θ″ω力″ 加 M之″υ″ Kitam.   九州の

磯

』

・

ハヤチネウスユキソウ(茎 に翼が付く)

膚
ｒ



亜種・変種・品種・雑種・栽培園芸品種
● 分類階級が「種」以下の表記は三命名法鮨inOmial nOmenclature)に よる.

属名の性(gender)に従って亜種名・変種名・品種名も語尾変化する.

1 亜種 : ssp.or subsp.(― subspecies

キク科 アキタブキ ル ″」
"Sノ

″θコゴb″S(Sieb.et Zucc.)Ma対 m.
subsp.′′初″yS Cr.Schm.)Kitam. 亜種名 (巨大な)

2 変種 : var.←―varietas

サクラソウ科 ユキワリコザクラ 」%bロカ″θdθs″ Bisset et Moore

md∝ms敵 0中庸り ,I田

・力
"CnК

D Ъbぬ
種小名 : 変種名 :変種名 (フ ォー リの)

U.J.Faurie(1847‐ 1915)フ
3品種 :f.← fOrma               

ランス人神父。植物採集家

バラ科 シロバナハマナス   ル
"Fψ " Thunb.f.′

乃′ Ware
種小名 (数の多い),品種名 (白 色の)

ユ リ科  トゲナシヤマヽカシュウ Sリカ χ Jθわ滅めゴ Miq.f.Jbermis Hara
品種名 (棘のない… inは否定 。反対を表す接頭辞 )

4雑種 :種小名の前に×印を付ける.× … (crossと 読む)

ユキノシタ科 アマギコアジサィ 町 むan器′ × ′″′夕′コ′ Makino
バラ科  ソメイ ヨシノ Prunus (Cerasus) X yedoensis Matsumura

5栽培・園芸品種 :品種名を

命名者を生けなLヽ .

ツバキ科サザンカの園芸品種 :明石潟

(過去には,品種名の前に cvを付けていた)

6レ″ 0■■ia・9as′rσ zJ′  Thunb.`Akashigata'
アブラナ科アブラナ属の栽培品種 :小松菜  J″磁 Faρ′ L.`Komatsuna' カブラ
イネ科イネ属の栽培品種 :笹錦

数 詞

,7t+ )> = ) z4 ,s
z.iLf+ *z\i/=-?/y)
t+ rrtfl t+ t")1

バラ科 チョウノスケソウ

マメ科 ジャケツイバラ

物 b■igyn′  (L.)Hill

ぬo■a♭■2′  L.
Sa熱 五′魔贔 aL.

aγ″
"グ

″ L.`Sasanishikゴ 栽培された

ギ リシャ語 : l llnono― ,2 di― ,3 tri‐ ,4 tetra‐ ,5 penta‐ ,6 hexa― ,7 hepta‐ ,8 octo‐ ,10 deca―

ラテン語 :   l uni‐ ,2 bi‐ ,3 tri。 ,4 quadri‐ ,5 quinque‐ ,6 sex‐ ,7 septeln‐ ,8 octo‐ ,

10 decem‐ ,100 centi‐ ,1000(多数 )mille‐

キク科  ヒ トツバ ヨモギ

(上行 …ギリシャ語,下行 …ラテン語を示す)

∠r"″ゴJ♭ ″af2のムノあ Kitam. 一葉の
イチヤクソウ科 イチゲイチャクソゥ ″励θrs″″%″ C.)A,Gray   一葉の

二本雌蕊の

二花の

三葉の

四角 。四切面の

四葉の

カヤツ リグサ科 マシカクイ   E故 ‰レ五θ″″′σ″θrra Nees
デンジソウ科 デンジソウ Marsilea quadrifolia L.

夏緑`陛の水性シダ,小葉は十字状 (田 の字形)に並ぶ・……`田字草'の名の由来
アケビ科 ゴヨウアケビ Akebiapentaphylla Makino
ヤマノイモ科 カエデ ドコロ   ,ゎ 緻%“ α″ヵσ″Jθみ′ Thunb.
アケビ科 ムベ S″

“
勧 力五θx″勁  Chunb.)Decaisne六 葉の

ホシクサ科 オオシラタマホシクサ  EIbcaぼοコКxa襲押ル
“

Linn.六角・六稜形の
モクレン科 ハ クモクレン Magndレ♭力υttθ″ euchoz.)Dandy 七花弁の

実際の花被片は 9枚で,薯片と花弁の区別なし (中国東部原産 )

ヤマノイモ科 キクバ ドコロ   助
“
銘θ′θttιθ″ん腸  Thunb. 七浅裂の

五葉の

五浅裂の

Dvas“
`叩

θ″ル L.var.′
"′

″θ′ (Nakai)Nakai
人花弁の   和名 :須川長之助の名に由来

87θ
"biniaめ

a″θ″ル (Roth.)Alst.

Var.力銀力′ (Sieb.et Zucc.)Ohashi 十花弁の
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ホシクサ科 コイヌノヒゲ    Eri∝auhあ α翅面αtt Ma対m.   十花の

バラ科 ヒメヘビイチゴ    R勉 盟Jレ
“

姥碑盟′ Maxim.    百粒の

キク科 セイヨウノコギリソウ  ∠

“

J笏 コ〃誡筋口塑オ L.   多数の葉をもつ

英名 :Common Yarrow ci同科 ノコギリソウ ∠。死瀬曖 L.    高山の

最後の両種とも 1753年に Lin“ が記載・命名したが, セイヨウノコギリソウは属名 ■と

種小名 n.の性が不一致の学名の例である。この 地盛」″ 属の中で、リンネが命名した他の種

の種小名は属名の女性形に揃えて全て女性形にしている.つまり、セイヨウノコギリソウの

学名表記は,命名規約の原則から外れた例外の事例である.

実は,リ ンネ自身の命名による学名の中にはこの例外の事例が少なくない。

旧属名,ま たは当該植物の本来のラテン名またはギリシャ名やアラビア名などの古来から

の現地呼称をそのまま種小名に用いる場合は,属名の性(熙ndeDに合わせた語尾変化をさせ

ずそのまま用いている。 すなわち,種小名は旧語尾を保存するので,属名の性語尾と一致し

ないことが起こる。 旧来の伝統的な呼称を生かすがために,学名命名規約の原則から外れた

例外の事例となるわけである.植物学名を読み解く際に,注意を払う必要がある事項の一つ

である。

デンジソウ チ ョウノスケソウ
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―中高生のためのサイエンスアー トー ART MⅨ
「カメラ・オブスクラとアー トするダゲレオタイプ」

―カメラ・オブスクラとダゲールの仕事

ヴィデオアーティス ト 浅野千秋

18世紀の画家は、カメラ 。オブスクラ(camera Obscura)か ら、遠近法で、ガラス板に貼った紙等

に、下絵 として模写を行 うことがありました。

Fig.1カ メラ・オブスクラの原理 Fig.2カ メラ 。オブスクラを利用 した16世紀の画法

カメラ 。オブスクラとは、針穴写真機 (ピ ンホールカメラ)の原理で、上下左右反転した画像

が、暗箱の中に現れる。なぜ暗箱なのか、それは、その画像が、とても暗いので、ヒトの日で認

識 しやすくするためです。

例えば、針穴をたくさん開けると、たくさんの画像できてしまうので、プリズムをたくさん使

い、明るい 1つの画像にすることが工夫されました。その多数のプ リズムの形状が、レンズとな

りました。レンズの着いたカメラには、被写体にピン トを合わせるためにレンズを前後に動かす

機構がついています。

Fig.3量産 されたダゲ レオタイプ (France in 1839)[J

20
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画家のためのカメラ 。オブスクラから、後に、ガラス板に塗布したハロゲン化銀に露光させて形

状を得る「ダゲレオタイプ」 (Daguerreotype)が 、画家で化学者でもあつたダゲールや、その仲

間により完成されたカメラですが、当初は明るさの足りないレンズでしたので長い時間の露光が

必要でした。 「ダゲレオタイプ」による当初の写真は、ガラス板のポジ画像で複製の出来ない 1

枚限りの写真でしたが、後に、ガラス板のネガ画像から、多くの複製写真 (印画紙等に)ができ

るようになりました。当初の感光材料は、アスファル トのようなモノもあり、多様な感光材料が

使われていました。その後、フィルム形状にハロゲン化銀を塗布されたモノが長く利用されてき

ました。

夏の浜辺で日焼けしたことを思い出してください。皆さんの肌も、感光材料です。

現在のカメラは、デジタルでの CCDや、CMOS素子も含めて、その時代の科学が解き明かす技術で、

カメラの光学系の機械部分も、そして、感光材料系も進歩しています。

ひ
凛 J

Fig5.ルイ。ジャック・マンデ・ダゲール (しOuis」 acques Mand`Daguerre、 1787-1851)[2]

当初のフランスの舞台美術家や、画家でもあつたダゲール (Daguerre)は 、フォ トグラフ (写真)

を発明した人物の 1人 として知られていますが、ダゲールの写真家としての仕事は、日常のシー

ンから、写真術で画家の感性をポイン トに撮影されています。それは 16世紀からの画家たちが、

カメラ 。オブ・スクラ (針穴のある暗箱)を使つて、風景から絵画になるような部分を模写した

ことの延長とも考えられます。このように当初の写真家は、従来の画家のような存在であったと

思われます。有史以来、写真術が発明、定着するまでは、外的世界を知る手段として、画家によ

り、伝達に必要な適切な絵画手法が用いられてきました。ヒトの視覚は、膨大な情報から、不必

要な情報は省いています。 1つの物事でも、伝達されたそれは、そのヒト、そのヒトの感性 (視

点)が大きく影響 します。初期の写真術、ダゲレオタイプによる写真には、実に多くの当時のア

ー トシーンの模索を見る事ができます。

０
４



Fig 6.ダゲール撮影のハロゲン化銀での初期のフォトグラフ(パ リの大通り 1839:長時間での露光)131

左のフォ トグラフからは、ヘレンケラーとサ リバン先生が120

年近くの年月を超えて身近に感じられますね。明るいレンズと

正確にピン トを合わせる技術のお陰で、人物をくっきりみせる

ことができるようになりました。このように印画紙にプリン ト

された写真の中には、時空を超えた世界を見る事が出来ます。

フォ トグラフ (写真)は、「真実を写し取つたモノ」とされて

います。写真や印刷の技術は、人の受容器官で80%以上の情報

を得る視覚情報を、ある意味では、だますように、現在も技術

革新し続けています。

Fig 7.幼少期のヘレン・ケラーと家庭教師のアン・サリバン 1888L]

参考文献

[1]ダゲレオタイプ教本一銀板写真の歴史と操作法 (ク ラシックカメラ選書) L.」.M.ダゲール

(著), 中崎 昌雄 (翻訳)出版社 :朝 日ソノラマ (1998/09)表 紙 他

[2]「 ダゲレオタイプとディオラマの技術に関する歴史と詳細」ルイ 。ジャック・マンデ 。ダゲー

ル 著 アルフォンス・ジルー社出版 1893背表紙

[3]新版graphic design[視覚伝達のデザイン基礎]武蔵野美術大学出版局 2012/04第 2版 p55

[4]時事ニュース 「ヘレン・ケラー 120年前の写真発見」時事通信社 2008年 3月 5日
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一――活動報告 一―

2011年 軽度発達障害児への

実験教室

東京学芸大学 4年板垣優佳

1.は じめに

現在、各地で子供向けの理科実験教室が開催

されており、理科に親 しみ、関心を高めるため

に用いられている。今回は 発達障害を持つ児

童が′い置きなく実験に取り組み、理科に親しみ、

関心を高める機会 となるよう実験教室を行っ

た。対象は NPO法人朝霞手をつなぐ育成会[1]

の呼びかけで集まつた児童である。今年は 8月

27日 (土)と 11月 26日 (土)の 2回行っ

た。

今年度の 2回の実験教室はこの TEACCHプ

ログラムを基に構造化を図つた。TEACCHと

は Treatlnent and Education of Autistic aILd

rela∝ d Cblllllntta葡bn‐handlcapped(】 I」畿 n

の略で自閉症及び関連するコミュニケーショ

ン障害児のための教育と訓練のプログラムで

ある[2]。 自閉症を持つ人の特性に環境や指導

を合わせるという考え方に基づいている。

TEACCHにおいて構造化 とは、物理的環境

と活動の順序性の積極的な整理統合 と指示を

意味する。 自閉症スペク トラム障害 (以 下

ASD)の 人は概念化や整理統合のスキルが特

に困難なので、構造化は彼らが能力を発揮する

うえで必須のものである。 [2]さ らに、ASD
の人における言語処理に比べて視覚処理が相

対的に強いこと、および視覚的な強みに焦点を

当てた介入法が特に有効であることが示され

ている [2]。

TEACCHプログラムで挙げられている構造

化された指導法の要素は、①物理的環境の整理

統合、②予測可能な活動の手順の提示、③視覚

的スケジュール、④柔軟性をもつルーティン、

⑤ワークシステム、⑥視覚的に構造化された活

動、である。 [2]

実験を構造化することにより軽度発達障碍

児が自分で実験を行い、その現象について理解

することができるようになるのではないかと

考える。

2.実験内容の決定の仕方と構造化の工夫

2.1 実験内容の決定

本研究の実践の参加者は幼稚園児～大学生

の年齢層、また軽度発達障害を持つ児童、持た

ない児童など年齢も経験も多様である。実験内

容を考える上で特に配慮したのは軽度発達障

害を持つ児童である。

表 1の⑥視覚的に構造化された活動から、視

覚的変化が小さいあるいは、変化の分かりづら

構造化の要素

①物理的環境

の整理統合

使用 目的別の空間の使 い分

け、

空間の使用目的の情報掲示、

集中しやすい環境の設定

②予測可能な

活動の手順の

提示

予測可能な活動や手順の設定

とその視覚化

③視覚的スケ

ジュール

視党化されたこれから起こる

活動や手順

④柔軟性をも

つルーテイン

活動やスケジユールのパター

ン化

⑤ワークシス

テム

以下の I～Ⅳの情報を視覚化

I、 今何をすべきか

Ⅱ、どれだけの量 (時間)の

活動をするのか

Ⅲ、その活動の進み具合と

どうなつたら終わ りなの

か

Ⅳ、その活動の終了後の次は

何をするのか

⑥視覚的に構

造化された活

動

①指示の視覚化

絵や写真で何をどうするのか

を示す

②視覚的整理統合化  ・

材料や教材を整理して並べる

③視覚的明瞭化

扱う物体の大きさや数を明瞭

なものにする

表 1.構造化の要素とその内容
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い実験は極力避けた。表 1の②予測可能な活動

の手順の掲示より、爆発など子供が突然驚かさ

れるような刺激要素がなく、予測可能な活動で

あるものにした。

子供の生活にできるだけ身近なものを選ん

だ。さらに使用した教室は大学の一般教室のた

め、その環境内で出来ることも条件であった。

火や床が水浸しになるような実験などは除い

た。 一方で家庭などでも簡単にできる実験で

あると言える。

以上のことを踏まえて実験教室の内容の

候補を挙げた。

2.2 手引き書

実験の詳細な内容 と解説が文字 と絵で載っ

ている手引書 (図 1)を用意し、これを中心的

に読みながら実験を進めた。事前に保護者から

字ばか りだと開いた時点で読む気持ちが削が

れてしまうという意見を頂き、説明の文字を最

小限に止めた。

この手引き書には TEACCHに基づく構造

化を取り入れた。手引き書における構造化は以

下である。

表 2.手引き書における構造化

図 1.手引書

P2,実験スケジュール

実験教室のスケジュー

ルを捉える。実験中は

図 2の①で確認可能

図 2.手引き書

実験 3の一ページ

実験の目的・取 り組

み目安時間・予想立

て 。まとめ・解説を

載せた

ルーティン まるようにし、ページのレイ

アウ トも統一した

ワークシステ

ム

・目的などを簡易な手順を掲

載

・取 り組みの目安時間を時計

印の中に記載 (図 2の② )

・予想 (図 2の③)→結果→

まとめの過程を経て終了とし

た

・予想は選択式とした

視覚的に構造

化された活動

実験様子を絵で記載 (図 2の

④)

時       
・・

‐i‐

・
1

構造化の要素

物理的環境の

整理統合

実際に使う実験器具の色や形

と手引き書内の絵や形を揃え

た

視覚的スケジ

ュ ー ル

実験教室のスケジュールを

plに設定した (図 1)実験中

も左ページ上部のスケジュー

ルバーで全体から見た現在の

実験の位置を把握可能にした

(図 2の① )

柔軟性 をもつ 見開き 1ページで各実験が収
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2.3 卓上手順

予測可能な活動の手順の提示をするために

実験の詳細な手順の流れを写真で示 したシン

プルなプリン トを用意した (図 3)。 これはそ

の写真 どお りに手順を進める事で実験の準備

を整え、実際に実験することを補助するための

資料である。これを卓上手順 と名付けた。それ

ぞれの実験ごとに卓上手順を用意し、必要に応

じて使 うこととした。

使用前は子供から見て、左前に置き、卓上

手順に書かれた作業が終了したら右前に移動

させるようにした (図 4)。

図 3.卓上手順

実験手順の流れを写真で記載

2.4 物理的環境の構造化

実験はすべて子供 と指導者のマンツーマン

で行つた。 表 1の①の物理的環境の整理統合

として教室全体と机上の配置を構造化した。

使用した実験器具、手引き書及び卓上手順の

机上での配置は図 4の通りである。

全体に対する説明や濠」の際は必ず黒板の前

に集まり、個別活動は全体活動場所の後方にあ

る各自の机で行 うこととし、活動目的ごとの活

動場所を使い分けた (図 5)。 これにより、各

自の実験は自分のペースで指導者 とマンツー

マンで進め、前で活動するときは参加者全員で

指導者の話を聞くのだとい うのを意識 させる

ようにした。

指導者

参加者

□
図

□

手引き書

図 4.卓上の実験器具と資料の配置

中央で実験を行つた.Aはまだ使用していない

卓上手順、Bは使用した卓上手順である.

図 5.教室の構造化

黒板前で全体活動を行い、個別実験は各自の

テーブルで行つた

3第

3.1日

主催

課題

日時

場所

1回実験教室とその結果

時、課題と対象

NPO法人朝霞手をつなぐ育成会

水の力と膜の不思議

2011年 8月 27日 (土 )、 13:00～ 15:00、

東洋大学情報実習棟情 303講義室

黒板
~l      l    前

|  ||  ||  |
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対象 :NPO法人朝霞手をつなぐ育成会を通し

て集まった幼稚園児～高校生までのさ

まざまな年齢かつ、軽度発達障害を持つ

児童、持たない児童を合わせて 12名 で

ある。

3.2実験テーマ

第 1回実験教室のテーマを「水の力と膜の不

思議」とし、液体の表面張力について扱った。

水と洗剤水を用いて比較実験することで、液体

の表面に働 く分子間の引き合 う力を理解する

ことを目的とした。 実験は座ったまま各自の

机上で行えるものにした。 内容理解に重点を

置いた。 理解の助けになるよう全体説明の際

には言葉による説明だけでなく、指導者が劇を

用いて現象を説明した。劇の内容は表 3に記す。

3.3 実験内容

水の表面の縮もうとする力を4つの実験を

通して、なぜ水は洗剤水と比べて泡や膜ができ

にくいのかを考える。

まず、はじめに4種類の液体の入つたペット

ボ トルを振 り、液体水面の泡の出来かたを比ベ

る。その中で、泡の出来かたの違いが顕著な水

と洗剤水を用いて実験 していく (図 6)。

図 6.導入の実験

左から水、洗斉1水、烏龍茶、オレンジジュース

実験 1では水を洗剤水のそれぞれに丸い枠

を付けた場合、膜が張るのかを調べる。実験 2

では枠の一部を糸にして、枠の形を動かすこと

のできる枠で実験 1と 同様にやつてみる。 そ

して洗剤水の膜は枠の形に合わせて変化する

ことを観察する。実験 3では水の上に発泡スチ

ロール片やパウダーを載せ、水面の動きを可視

化 した。洗剤液を垂らしたときの物体の動きを

観察する。水の水面と洗剤水の水面が引き合 う

と水の方がより引く力が強ため、水面に乗せた

物体が水の方へ引つ張られていくことを知る。

最後に保存可能な膜 として通常手芸のアメ

リカンフラワー用に使われている液剤を利用

して、児童が針金の枠に膜を張つた。作りなが

ら最小面積まで縮む膜を観察し、作成した膜は

お土産として児童が持ち帰つた (図 7)。 この

液は有機溶剤なので、危険なものであることを

表すため手引き書にも注意事項を乗せ、缶にも

ドクロの絵を貼 り付けた。

図 7.工作で作成観察した膜

四角柱と三角錐の枠を全員に配布し、それ以外

は児童が好きな形の枠を作り、膜を作成した。

実験の説明として 2回の劇を行い、水の引つ

張る力への理解を促 した。今回の実験教室では

卓上での活動が主となるため、劇では黒板の前

に全員が集まり、劇を見て、説明を聞くという

体を動かす活動を入れ、じっとしているのが苦

26



手な児童への支援 とも位置付けた。

実験の流れと可視化の工夫点は表 3に示す。導

入～濠12ま でを 10分 とし、最後の工作は 30

分要した。

3.4 結果

水表面にある強い引つ張 り合 う力というの

は目に見えづらく、捉えにくいものである。手

立てとして長方形の容器に水を入れ、水面にパ

ウダーや発泡スチロールを浮かべる。そして片

側に洗剤を垂らす。洗剤を垂らした方は表面の

引き合 う力が弱くなり、引く力の強い洗剤を垂

らしていない方ヘパウダーや発泡スチロール

が動く。この現象を児童が見ると、洗剤水がス

チロール片を水の方へ押 しているように感 じ

る。しかし、「水と洗剤がつなひきをしている」

という表現を用いることで水の引く力に注 目

させることができた。

さらに、濠1を使って説明することで水表面の

動きに注目させることができた。しかし、劇を

見ることが何に繋がるのかが理解できず、どう

してよいのか分からない児童もいた。

卓上手順は一人の児童が活用し、この児童は

卓上手順を見せると指で写真を指 して確認 し

ながら一人でも実験をすることができた。言葉

で手順を説明するよりも卓上手順を注視 しな

実
　
験

目的 内容

導
　
入

水は泡ができづ

らいことに注 目

する

ペ ッ トボ トル内にで

きた泡を並べて比較

する

実

験
　
１

水では膜 が張 ら

ず 、洗剤水では

膜 が張 る ことを

矢日る

水 と洗剤水でそれぞ

れ膜が張るのかを調

べる

実
　
験
　
２

膜 は最小面積 に

なることを知る

形が変化す る枠 を使

うとどんな膜ができ

るか調べる

実

験
　
３

洗剤水 よ りも水

の方が引き合 う

力が強い ことを

矢口る

発泡スチ ロール片を

水面に乗せ、洗剤液

を垂 らしてスチ ロー

ル片が どち らに動 く

かを調べる

劇
　
１

実験 3の現象 を

除Jを 用いた解説

で知る

指導者の水分子役が

手をつなぎ、洗剤液

を垂 らす と界面活性

斉」役が水分子の間に

入 り、互いの引き合

う力が弱くなる。そ

して洗剤液の入つた

方が水分子のみの人

の方へ引っ張られて

いく様子を見る。

実
　
験
　
４

水は泡ができに

くい理 由を考 え

る

注射器 を用い、水 中

にゆつくり空気 を押

し出して観察す る

劇
　
２

実験 4の 現象 を

劇 を用いた解説

で知る

指導者の水分子役が

手をつなぎ、その下

から空気役が上昇す

る。そして、水分子

役が引き合 う力が強

く、空気を水中にと

どめておくことがで

きない様子を見る。

工
　
作

膜が最少面積に

なる様子を観察

する

枠に膜を作 り、最少

面積になる膜を観察

する

表 3)各実験の目的と内容
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がら実験をする方がスムーズに行 うことがで

き、一人で卓上手順どお りに作業を行っていた。

本実験教室は年齢層が幼稚園児から高校生

までと幅広く、障害の度合いも様々である。そ

のため児童によつて表現が難しすぎ、一方では

探求活動が優 しすぎるとの指摘があった。一通

りの説明を載せた手引書では参加者全員の探

求を促進させることができなかった。

3.5 第二回実験教室へ向けての改善

①実験手引書をレベル別に2種類用意する。

一方は予想を自分の手で書くようにする。もう

一方はすべての漢字にふりがなを振 り、予想は

すべて選択式にする。また解説の表現も小学校

低学年の児童でも分かるようなものを心掛け

る。この 2種類の手引書を児童にあわせて配布

し、手引き書と児童のレベルができるだけ合 う

ようにする。

②言葉による細かな指示がなくても自分で

卓上手順を見ながら実験を進められるよう、積

極的に卓上手順を使用する。

③学んだ現象を体験や遊びを通 して実感で

きるようにする。全体活動空間と個別実験空間

の行き来だけでなく、もつと児童が体を動かし

ながら実験できるものを取 り入れる。

4 第 2回実験教室とその結果

4.1 日時 。課題 と対象

第 2回

課題 :「 空気の世界、流れの不思議」

主催 :NPO法人朝霞手をつなぐ育成会

日時 :2011年 11月 26日 (土 )、 13:00～ 15:00、

東洋大学情報実習棟情 105講義室

対象 :NPO法人朝霞手をつなぐ育成会を通し

て集まった幼稚園児～高校生までのさまざま

な年齢かつ、軽度発達障害を持つ児童、持たな

い児童を合わせて 8名 であった。

4.2実験教室内容

前回の反省 (3.5)か ら様々なレベルの参加

者に対応できるよう実験の手引書を 2種類用

意した。軽度発達障害を持つ中学生以上には手

引書 Aを使用してもらい、ノJヽ学生には手引書

Bを使用してもらった。

第 2回実験教室のテーマは「空気の世界、流

れの不思議」とし、ベルヌーイの定理とコアン

ダ効果に関する実験を行つた。この実験教室で

は流れがあるところは気圧が低くなることと

流れは物体の狽1面 に沿つて流れの向きが変わ

ることを 体験を通して理解することを目的と

した。これを4つの実験を用いて行つた。

導入では①大気圧があり、あらゆる方向から

物体を押していることを説明し、②ブロワーや

ドライヤーの風の流れで様々な大きさ・重さ

の球体が左右に若千振 られながらも落ちない

ことを体験する。そして②から、なぜ物体は落

下せずに風の吹き出し日の上部に留まり続け

るのかを主題として考えていく。まず実験 1で

は風の流れを円柱の側面と角柱の側面に当て

た場合、それぞれどのように風の流れが変わる

のかを調べた。

その後、全員を対象に演示実験で円柱のまわ

りと角柱のまわりに対する風の進み方を示し

た。そして実験 2では、吊るした風船に風を送

り、風船が流れに触れると、風船は流れの方に

移動するという実験を行った。

次に、実験 1,2を もとに物体は落下せずに

風の吹き出し回の上部に留まり続けるのはな

28



ぜかを考える時間を設け、その後演示実験を用

いて説明をした。

実験 3では実験 1、 2の現象を利用して物体

を動かしたい方に流れを作つて物体を動かす

という活動を 2つ用意した。

そして最後にそれ らのまとめとして実験 4

では飛行機の翼の形を利用したウィングカー

を作成した。これは翼の形によつて作り出され

る揚力を利用し、ウィングカーが少し浮くこと

で、摩擦が減 り手で軽く押すだけで数メー トル

前進するものである。

全体的に第一回の実験教室『水の力と膜の不

思議』と比べ、活動的であり、体を動かす機会

を増やした。

実験教室の内容 と可視化の工夫は表 4に示

当 て る と風 が

直 進 す る こ と

を知る。

は反対に置いたビニー

ルテープがどのように

動くかを調べる。角柱

について も同様 に行

う。

説
　
明

円柱 と角柱 の

それ ぞれ に対

す る風 の流れ

方を見る。

角柱と円柱の大きなモ

デルを用いた、演示実

験を見ながら説明を聞

く。

実
　
験
　
２

物 体 が 流 れ の

あ る方 へ 押 さ

れ て 動 く こ と

を知る

風船の間に ドライヤー

で風を当て風船が どの

ように動 くかを観察す

る。

実

験
　
３

実験 1、 2で学

ん だ 現 象 を利

用 して 物 体 を

流 れ が あ る方

に物 体 が 動 く

こ とを 実 感 じ

な が ら体 験 す

る。

①穴をあけた発泡スチ

ロール球 (直径 3.5cm)

を上台にさした串に通

し、その玉にス トロー

で息を吹きつけ、串か

ら玉を出す

②紙コップの底同士を

テープで留め、机に置

き、これの結合部に向

けてス トローで息を吹

きつける。そして、息

で吹きつけた方向にカ

ップを動かす

説

明

と

実

験

４

実験 4の 解 説

とウィングカ

ーの製作

翼の断面の形をした大

きなモデルを作 り、上

下での風の進み方の違

いを見せた。

表 4.各実験の 目的と内容

す。

実
　
験

目的 内容

導
　
入

。大気圧があら

ゆ る方 向 か ら

物 体 を押 して

い る こ とを知

る。

・ ドライヤーの

風 の 流 れ で 球

体 が左 右 に若

干 振 られ な が

ら も落 ちず に

浮 き続 け る こ

とを体験する

①机に広げた新聞紙の

下に割 りば しを入れ

る。割 りばしを力強く

叩くと大気圧が新聞紙

を押 しているため、新

聞紙は破れず、割 りば

しが割れる演示実験を

見る。

② ドライヤーやス トロ

ーで球体を浮かせる

実
　
験
　
１

円柱 に風 を 当

て る と風 が側

面 に そ つ て 進

み、角柱に風を

円柱 2つを lmmほ ど

の間をあけて並べ、そ

の間に息を吹き込む。

そ して、吹き込み 口と
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4.3 結果

手引書を2種類用意したことで、児童のレベ

ルと手引き書のレベルが合つていた児童は、前

の学習をもとに予想することができ、手引き書

や実験器具を前に真剣に考える児童の姿が見

られ、探究心の強い児童が飽きてしまうという

ことはなかった。

卓上手順の利用に関して、前回よりも多く利用

した。

立ったり、座ったりという活動のため、落ち着

かない様子であつた。

今回は全体同時に行 う活動を増や し、他者 との

関わりを意識させようとしたが、児童同士の関

わりを意識的に行 うためには同じ場所で活動

するだけでなく、プログラムの中に参加者同士

で、協同で行 う活動を用意する必要がある。

参考文献

[llNPO法人朝霞手をつなぐ育成会 ,

http:〃ameblo.jp/asakaikuseikai/,2011.

11_17参照

[2]ゲーリー・メジボフ、ビクトリア・シェア、

エリック・ショプラー、TEACCHと は何か 自

閉症スペク トラム障害の人への トータルアプ

ローチ、2007.3.10、 エンパワメン ト研究所、

pp8,61,64,69
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――― 活動報告 ………

ASK?展 お よびサイエ ンスアゴラ

高木隆司

科学技術振興機構が主催するサイエンスアゴラ 2011(日 本科学未来館、その他の会場で 2011

年 11月 18-20日 に開催)に、筆者が代表者になって 「これがサイエンスアー トだ 。第 2弾」 と

い う表題で参加 した。同時に、ほぼ同じ作品を東京駅近 くの京橋のギャラリーASK?(P)に も申

し込み、そこでも展示をおこなった (11月 14-19日 )。 展示作品は、ISTAの会員から募集 した (I

STA会 員が仲介 して、会員以外による作品の展示に到つたものも含む )。 その作者 と表題は、下

記の通 りである (作者の 50音順 )。 カッコ内に、作品の概要、および制作の過程におけるサイエ

ンス とアー トの関わ り方を記号で示す。その記号の意味は、(A)サイエンティス トとして研究活

動のかたわらアー トの制作手法を開発 した場合、(B)アーテイス トの活動 として制作手法を開発

した場合、(C)アーテイス トとサイエンティス トが協力 して制作手法を開発 した場合である。

浅野千秋、内田孝幸、櫻井克栄 :「 立体有機 ELデ ィスプレイで観る「自然か らの造形」」 (C)

大内公公 :「一寸 (ち ょつと)」 (数学的概念と現実の関係の表現、B)

Bahman Kalantari、 高木隆司 :「 ポ リノミオグラフィ (多項方程螂 法の可視化)と 書の融合」(C)

木本圭子、関川宗久,合原一幸 :「 ア トラクタグラス」 (カ オス現象を表現した作品、C)

柴 田美千里+山 内啓司 :「 キ リンパターンの映像」 (ビデオカメラとプロジェクターの結合、B)

高野久仁子 :「 エロージョンアー ト」 (塩酸による自亜の腐食を応用したアート、A)

玉木元康、柴崎正明、佐藤利文、内田孝幸 :「ほっこころ」Q帥 動と同射 るLED′働越」の′ヾ ―M笏

ひのき材電子カイロ、A)

坪谷彩子 :「 kokorotomori」 (コ ンピューターによるリソグラフィーのシミュレーション、C)

手嶋吉法、小川 泰 :「数学モデル」(数学的曲面を積層造形装置で制作したもの、A)

古川聖、仲野真人 :「ハーモ ノグラフ」 (振 り子による自動筆記装置、B)

Jay BOnner i「 アラベスク模様の 18の多面体」(B)

渡辺泰成、池上祐司、仲野真人、西尾晋作、手嶋吉法 :「立体エ ッシャーの紅葉樹林」

(3次元空間を周期的に充填するパターン制作、A, C)

サイエンスアゴラとASK?の 展示期間は、土曜 日 (19日 )がオーバーラップしていて、途中

の移動運搬や設営に多少の苦労があつた。一方、サイエンスアゴラとい う一般向けの展示 と、ギ

ャラリー とい う美術愛好家向けの場所での展示を続いて行ったことは、それな りの意義があった

と思われる。

今回の展示の表題に「第 2弾」とい う言葉があるように、展示の主旨は 2010年の展示 とほぼ同

じであ り、科学 と芸術の関わ りを 2年続けてアッピールしたことになる。それによつて、 IST

A会員内部、および展示を見に来 られた方々に、ある程度のインパク トを与えることができた と

確信 している。

2012年 度 もサイエンスアゴラに参加 して、ISTAの 活動を示す ことが期待 される。幸い、

その体制が動き出しているようなので、今年度 も有意義な展示ができるであろう。担当者は、 ど

うぞ心置きなく新鮮な気分で企画 してください。
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―
活動報告

―

朝霞市生涯学習ボランティア活用推進事業

となりのサイエンスアー ト・ノーベル化学賞特別企画展

渡辺泰成、池上祐司、大戸智華、柴崎謙一、中村誠

朝霞市 と ISTA主催で朝霞地域において継続 して開催 してきたサイエンスアー ト展 とワ

ークショップを平成 23年度も開催 した。当該年度は、会場の面積が例年の約 2倍の広 さ

になったため、恒例のサイエンスアー ト展十科学ワークショップに、子 どものひろば、サ

イエンスショー、ギャラリー トークな どのイベン トを追加 し、 日本テセ レーション協会 と

の共催でタイ リングアー トの展示も行った。また、同時開催 された 「ノーベル化学賞特別

企画展」では、準結晶の発見者であるシェヒ トマンイスラエルエ科大学特任教授の 20H年
度ノーベル化学賞受賞の機会に臨んで、この研究がサイエンスとアー トの狭間にある典型

であることを考慮 し、準結晶理論から発展 した準周期タイ リングアー トを展示 して当時の

日本の準結晶研究を回顧 した。

1.

題 目

日時

場 所

主 催

共 催

後 援

協 力

総合受

会場 レ

全 体像

ISTA展 「とな りのサ イ エ ンス アー ト」、「ノー ベ ル化 学 賞 特 別 企 画展 」

平 成 24年 2り弓 18 日 (土 )10:oO-17:00、  19 日 (日 )10:00-16:30
朝 霞 市 中央 公 民館 1階 アー トギ ャ ラ リー 、 2階 学 習 室

NPO法 人 科 学 芸術 学 際研 究所 ISTA、

朝 霞 市 生涯 学 習 ボ ラ ンテ ィア活 用推 進 事 業 実 行 委 員 会

日本 テ セ レー シ ョンデ ザ イ ン協 会

(独 )理 化 学 研 究 所 (RIKE N)、 (独 )科 学 技 術 振 興機 構 (JST)

東 京 芸 術 大 学 、武 蔵 野 美 術 大 学 、 東京 工 芸 大 学 、 ア トマ ンモ ス

付 :会場案内、クイズラリー受付他 (担 当 伊藤純子 )

イアウ トデザイン :中 塚里美、梅田翔子

2.内 容

(1)と なりのサイエンスアー ト :

①子供のひろば :「 サイエンスクイズラリー」と「観察スケッチ」を行った。

第 1表 子 どものひろばの詳細

担当者 イベント名 容内

大戸智華

サイエンス

クイズラリー

受付でクイズラリーの参加用紙を手渡す。参加者は会場内 3カ 所のサイエンスクイズの

答えと感想を記入し、回収時〈じ引きが一回できる。(景 品は科学工作キットや駄菓子 )

観察スケッチ

松岡会員 (新 潟大 )の ご協力により、化石標本 (アンモナイト,二 枚貝など)と文房具の

セットをお貸し出し頂き、観察スケッチの参加用紙に化石や植物等のスケッチと考察を

記入する。回収時くじ引きが一回できる。

あそびの

ひろば

多面体制作キット、レインボーキューブなど子供が座つて自由に遊べる科学おもちゃを

置いた。

32



②サイエンスショー :

時間帯 :1回 目11:30～ 11:50、 2回 目14:30～ 14:50

内容 :真空中では紙ふぶきはどうなる ?風は吹 く ?し ばんだ風船は ?音は ?水 は どうな

る ?マ シュマロは ?な ど、実験を通 して真空の不思議を体験 してもらつた。

進行の仕方 ;司会者 との掛け合いで真空に引いたアクリル容器内を観察、解説。

講師 :池上祐司・司会者 :梅 田翔子

③サイエンスアー ト展 :

展示作品の詳細を下記の表に示す。 21点の作品を説明パネルを添えて展示し、それぞれの制作

者が説明に当った。カテゴリー (A:サイエンティス ト、B:アーティス ト、C:サイエンティス トと

アーティス トの共同作業)作品説明文の一部抜粋

註 出 品 者 氏 名 作 品 名 析ゴ肝 分 野 説 明 文

渡辺泰成、池上祐司 レインボーキューブ A 結 晶 立方八面体の形をした回転式フ色色合わせパズル

池上祐司 立体ジグソーパズル A 工学 3X3X3計 27個 のピースからなる立方体ゾグソーハ
°
ス
・
リレ

局 不 隆 司

Bahman Ka!antari
ポリノミオグラフィー
と書の融合 A 物 理

薇素双の万程頭そ解く手続きを可硯 16して侍 られ0
CGと ,手書きの書を組み合わせた絵画

坪谷彩子 kokorotomori B 芸 術 コンピュータによるリソグラフィーのシミュレーション絵画

瀬執」図剛願Rl甲望黙 、
西尾晋作、手嶋吉法

工 1本エツシヤーーの

紅葉樹林
C 結 晶

積層造形法で制作した立体エッシヤーアート、体心立万格
子を基本に応用した樹木の充填立体構造

渡辺泰成、村上佳子 ゾウとイヌ A 結 晶 立体エッシャーアート、正 20面体の充填構造を応用した立体

* 高野久仁子 エロージョンアート A 化学 自亜積層を塩酸で腐食して制作した絵画

* 吉川聖、仲野真人 ハーモノグラフ B 芸 術 振り子による自動筆記装置

手嶋吉法、池上祐司、渡
鳳 榊 材

空 間充填 多面体 の
結晶学教材

A 結 晶

立万体Ⅲケルビンの 14面体・菱形 12面悧ま、それぞれ1種

類だけで空間を完全に隙間なく埋め尽くせる。2・ 3・ 4回回転
対称軸が鉛直に向くようにG・3種類の台睦 作製し、全9種
靱 酔

…

綿

手嶋吉法、池上祐司、
中川宏

正多面体、準正多面体 A 幾 何

正多面体・全5種類の木製模型および準正多面体・全 16種
類の木製模型と積層造形模型。木製模型は、板材の貼り合
せによる。積層造形の材料は、ナイロン粉末

手嶋吉法、中野司、
田中明子

惑星儀 A 天文

地球、月、火星、令星の縮′jヽ模型。人工衛」 こよる悪星探査

編 れた地形デ髪 活用し、石膏粉林 よびナイロン粉

勅 程梶難ヨタこより楔 。地妍郷明日伏を螢無H割こ;資調

*
手嶋吉法、池上祐司

′lヽ ;:1泰 数学曲面 A 数学

クラインの壷(正誤21]日 、ドーナツとその仲間違(西D、

フラフープ曲面とミスドーナツ、ボヘミアンドームとその分割
模型 (覇り、楕円の楕円運動の軸跡、サイクライド、放物双
由面

手嶋吉法、松岡篤
プランクトン骨格の
拡大模型

A 生物

撤 虫(2個体)、 有孔虫(1個体)のM4L石の3次元陵 マ

イクロCTで吼 、石膏粉末およびナイロン粉末の積層造形
去により、拡大模理を作製した

手嶋吉法、松本タケオ、
渡辺慶規、小川泰

円柱充填による結晶
構造

A
幾何
結晶

空間内で円柱を特定方向だけに限定し、nll正しく組み上

げて得られる結晶構造。ここでは、3、 4、 6方向の構造を展
札 た

柴田美千里、山内啓司 キリン、シマウマの模様 C 映像 ヒ
・
テ
・
オフィート

・
′ウク法によるシマウマ、キリンの模様制作

* Jay Bonner
ジオボールー装飾多
面体模型 A 幾何

正多面体、準正多面体の表面をイスラムのモザイク模様
で装飾した紙の多面体

*
木本圭子、関川呆久、

合原―幸
アトラクタグラス C 芸術 カオス現象を表現したガラスエ芸作品

玉木元康、柴崎正明、
佐藤利文、内田孝幸

ほつこころ A 工学
b臓の相動と同期する LED点滅型のハートの形をしたひ
のき材電子カイロ

* 大 内公公 ―寸 (ちょつと) B 芸術 数学的概念と現実の関係の表現

浅野千秋、内田孝幸
櫻井克栄

浮 遊 表 示 石 機 EL
ディスプレイによる自
然からの造形

A 工学 映像が浮かんで見えるヴァーチヤルな小型ディスプレイ

大内進、池上祐司 動くモナリザ像 A 教育 凹面のモナリサ
・
半立体像に背後から光を当てる錯視

池上祐司 タツノオトシゴ A 工 学 レーザー加工を使つて制階したアクリル板エッシヤーピース

第 2表  展示作品の詳細 (註 :*印 はAsk?展 とサイエンスアゴラに出品 )
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④ギャラリー トーク

サイエンスアー トのセミナー、サイエンティス ト、アーティス トの立場から講演、聴講者 約 30名

日 時 :2月 18日 (土)午前、午後各 1回

場 所 : 「とな りのサイエンスアー ト」開催会場

共通題 目 :サイエンスアー トとは何だろう

第 3表 ギャラリー トークの詳細
⑤科学ワークショップ

昨年度までは、ワークショップの応募が定員を下回つている体験教室が多かったので、

朝霞市全小学校 10校 。中学校 5校を事前に訪問して応募のチラシを配布 した。その結果、

定員をはるかに上回る応募者が殺到 し、各教室 とも、定員を急遠 5名 増や し、 20名 の

体制で臨んだ、その結果、抽選にもれた応募者があったものの、欠席者はほとんどなく、

一部の教室は定員をさらに 2名 増や し対応 した。ISTA会 員を講師 として 3つの体験学習

教室を開催 した。

日 時 : 平成 24年 2月 19日  午前 1回、午後 2回

場 所 : 朝霞市中央公民館 2階 学習室

全体タイ トル : 遊んでるうちに学べちゃう ISTAの ワークショップ

実験補助 : 中塚里美、梅田翔子、高橋秀成

(2)日 本テセ レーションデザイン協会の展示

①展示作品

作者 :藤 田 伸

タイ トル : 「Strange Fish」 ,  「Repeat Animals」

作者 :中 村 誠

タイ トル :Tessellation Ball「 アノマロカ リス、古代魚、両生類の時代、爬虫類の時代、

恐竜の時代、鳥 と兎、マンモスの時代、カメレオン、アヒル作品と魚、サッカー、龍の

玉と玉の龍、恐竜、戦士、休憩にしてサンタさん、踊る少女、馬、猫」

時 間 講師 (司 会) 講演題目 講演内容

10:10～ 11:00 石垣 健

(加 藤洋一 )

アーティストの立場から

一 形典 ―

言語には文典 (文法と語法 )による文章 ,音楽には

楽典による楽譜,な らば,造形にも形典,そして形譜

(造 形譜 )による形の記譜を想定できる。造形譜の概

念、具体例を示して講演した。

i3:00～ 13:50 渡辺泰成

(加藤洋一)

サイエンティストの立場から

― タイリングアートー

科学一芸術の共通概念に自然観から派生した美が根底
にある。 その典型は雪の結晶や A!Mn準結晶の原子配
置に見られる。 イスラムのモザイクタイルが準結晶構造
とそつくりなのは科学と芸術の深い係わり合いを象徴して
いる。展示されたタイリングアートの例を示して講演した。

時 間 ワークショップ名 内 容 講師 参加人数
10:30～ 12:00 手の平3D視党あそび 錯視を利用した動くサイコロ等を作る紙工作 池上祐司 20

13:00～ 14:30 雪の結晶 切り紙細エ 雪の結晶成長シミュレーションを紙工作で再現 高木隆司 20

15:00～ 16:30 小 甲 リ ンマ小 ノ上 に 趾 り 俣

様を作ろう 水中にシャボン玉をつくり着色して動きを観察 原田新―郎 22

第 4表  ワークショップの詳細
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②内容

作品の鑑賞 と同時に、手に触れてテセ レーションの不思議や面白さを体験 してもらう

遊びのコーナーを作つた。

(3)ノ ーベル化学賞特別企画展

本企画は、ノーベル化学賞の対象 となった準結晶とイスラムのモザイクタイルの関連を易

しい解説パネルで展示 した。わが国で構築された 3次元ペンローズ格子の 2つの自己相似

菱面体、オクタゴナル (8回対称)準結晶格子モデル、立方人面体の対称を持つ 自己相似

モデルなどの準結晶格子構造モデルを展示した。また、準結晶発見時のわが国の準結晶研

究活動 (理研ニュース、新聞記事、国際会議のプロシーティング)をパネル展示で紹介 し

た。準結晶研究から導かれた準周期タイ リングアー トの造形作品、開発グッズなどを展示

し、それぞれ、参加者に説明を行つた。

3.評 価

二つのイベン トの評価を行い、今後の活動につなげるために、アンケー トを取つて分析

を行つた。アンケー トは年齢層、性別についての回答は以下のとお り、

1.性別 : 男性  15人 、女性 45人、無回答 2人

2.年齢層 : 学生 (中 学生～大学院生、専門学校生)0人、社会人 46人、

定年退職者 4人、小学生 1人、無記入 4人 合計 63人

3.ア ンケー ト:ア ンケー トは「とな りのサイエンスアー ト」と「ノーベル化学賞特別企画

展」の参加者を対象に記入 してもらった。①子 どものひろばのイベン トはクイズの答え

集計 し、その他のイベン トは、アンケー トの集計 。分析で評価を行つた。

出品者 タイトリレ カテコ
・
リー 分 野 展 示 内 容

渡辺泰成 トリアコンタダイヤモンド A 結 晶 ひし形30面体ガラスエ芸

渡辺泰成、相馬 崇 四季の彩り A 結 晶 準周期ドデカゴナルパターンの装飾

渡辺泰成 バンダナ、水着 A 結 晶 準周期ドデカゴナルパターンの生地への応用

渡辺泰成、池上祐司 フラクタル犬 A 結 晶 自己相似性準周期デカゴナルタイルの犬の3世代模様

渡辺泰成、長江一将
1卵 が

`た

か鶏が元か」
「合物練鎖 l

A 結 晶
自己相似性を持つ準周期デカゴナルタイルのフラクタル
成長のストリーを持つたデザイン

渡辺泰成、池上祐司 隼周期多面体モーフィング A 結 晶 ひし形 30面体からひし形 90面体への転認を立体化

渡辺泰成 花と緑と空と A 結 晶 ひし形 132面体インテリアライト

箕曲在道、渡辺泰成 紫陽花 A 結 晶 花形300面体インテリアライト

泰 3次元ペンローズ格子 A 結 晶 、
°
ンロース

・
格子を構成する2つのひし形セルの自己相似模型

石原正三
～

口=ズ園櫛D〕円紙 A 結 晶 2次元ペンローズ格子を表現した折り紙

高木隆司 ペンローズタイル A 結 晶 2種類のひし形タイルを色分けした拡大パネル

第 5表 展示作品の詳細
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(1)と なりのサイエンスアー ト

①子どものひろば

・あそびのひろば :と ても長く集中して遊んでいる子もいたので、こういう場所は必要と

感 じた。子供達の居場所があると、親も来てよかったと思えるようであ

った。

・ クイズラリー :今回やつて良かった点は、参加者が多いのでコミュニケーションが深ま

つたことと、広い会場を回らせることでいろいろな出品物に触れることが

できたこと。改善点はクイズの内容で質問の仕方があいまいなものがあっ

たこと、クイズばかりを探して作品を素通 りする子も多かつたことなどで

ある。

・観察スケッチ :大勢参加があった。化石の種類も豊富だつたため、選ぶ楽しみもあり、

化石に興味を持つた子がたくさんいた。絵の得意な子も苦手な子も気軽

に参加できた。素晴 らしい力作がたくさん出来た。改善点はくじびき目

当てでざっと描いて提出する子も結構いたこと。子供達の質問に答えら

れる担当者が机にいると、もつと興味が深まつたであろう。
・クイズ :   クイズラリーのクイズは 3問作成 し回収した。参加団体は、幼稚園 0保

育園 (4団体、5人 )、 小学校 (12校 、99人 )、 高校 (2人 )、 学校無記入

(66人 )

1.「生きている化石」はどれでしょう?

1.ア ンモナイ ト 2.ズフイガニ 3.カ ブ トガニ

かいせつ

『生きている化石』とは、何億年も前から、形が大きく変化することなく生息し続けてい

る生物種のことを言います。三葉虫やアンモナイ トの親戚にあたるカブ トガニやォゥムガ

イの化石を地質標本館で見ることができます。また、つくば植物園でメタセコイヤを見る

ことができます。

2。 お水を入れた旱ップどちら21高い音がするかな? 1.少ないほう 2.多いほう

かいせつ

コップをたたくと、コップが振動 し、それにつれて、まわりの空気も振動 し、これが音と

して聞こえるのです。振動が速いと高い音に聞こえ、ゆっくりだと低い音に聞こえます。

水はたくさん入れると、ゆつくりとした振動になり音は低く、水の量が少ないと振動が速

くなり、音は高く聞こえるのです。

3.ど ちらの横線が長 く見えますか ?

クイズの答え

集計結果

円グラフの青は

正解数、紫、黄は

選択肢の不正解数、

全問正解数は、170

人中 117人、

で正解率 69%。

クイズ 1
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イベン トのアンケー トは、 (1.と ても面白かつた、2.ま ぁまぁ面白かつた、3.あ まり面

白くなかった、4.よ く分からなかった、 5。 その他)か ら選択 してもらい、その他を選んだ

参加者には意見を記入 してもらった。また、無記入者はその場にいないと考えて、集計か

ら除外 した。以下各イベン トについて集計結果を報告 し、評価を述べる。

②サイエンスショー

大部分の参加者に楽 しみながら学んで

もらえたと思われる。実験ごとに対話 し

ながら行つた。紙ふぶきや 日覚まし時計

の実験では分か りにくいところもあつた

が、おおむね好評。マシュマロの実験で

は歓声も上がった。

③サイエンスアー ト展

・質問 1:作品はどうでしたか ?

この質問は、作品の芸術性、新奇性、

など印象を尋ねるもので、参加者全員が

興味を示 し、 「とても興味深かつた」が

過半数を超えたのは、主催者にとつても

驚きであった。サイエンスアー トが新 し

いジャンル として広が りを見せ、定着す

ればサイエンスアー トの概念はもつと広

が りが期待できる。

・質問 2:作品の説明はどうでしたか ?

会場で制作者が作品の説明に当つた。

また大勢の参観者に対応するために、説

明要員のボランティアスタッフを配置 し

た。結果を見ると 75%以 上の参観者が説

明に概ね理解を示 したことを示 している。

しかし17%が理解できなかつたと回答してい

るので、一層分かりやすい説明が求められる。

④ギャラリー トーク

このイベン トはサイエンスアー ト展が始

まつて以来初の試みである。科学と芸術のそ

れぞれの立場から市民講座を意識 して、でき

るだけわかりやすい講演に努めた。科学の講

師は会場に展示されている作品例を提示し

てサイエンスアー トの持っている特質を解

説した。芸術の講師が造形の規貝Jを造形譜と

いう形で体系化する科学的な講演は市民に

tr&)t.jFltttta j

□よく分からなかつた

0人

□あまり面白くなかつ

た 0人

■まあまあ面白かつた
7人

□その他 0人
□あまり興味を持てな

かった0人

国とても面白かつた
14人

国とても興味深かつた
38人

■まあまあ興味を持て

た 24人

□難しくてよく分から

なかつた 10人

/
′

□難しかつた ,

れなかつた 1人

■まあまあ興味を持て

た 3人

囲とてもよく分かつた

16人

■まあまあ分かつた
30 人

とても興味深かつた
‖ 人

■その他 3人

□その他 4人

■その他 4人
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とっても新鮮味があったと思われる。過半数の聴衆が興味を持ってもらえたことは喜ばしい。

⑤科学ワークショップ

このアンケー トはワークショップに参加

した子どもの父兄に尋ねた結果である。

その他には、参加していない父兄が含まれて

いるので、全体の満足度はこのグラフより高

いと思われる。申し込み段階から定員オーバ

ーしているので、父兄の関心も高かつたと思

われ、妥当な結果が得られたと判断する。

(2)日本テセレーションデザイン協会の展示

制作者は芸術系のデザイナーで、球面

上にすき間なく敷き詰められた動物の

模様で形 と色彩が調和 し、仕上が りが

綺麗である。鑑賞者 とのコミュニケー

ションはほとんどなかったが、皆楽 し

んで手にとり遊んでいるのが印象的で

あった。

(3)ノ ーベル化学賞特別企画展

サイエンスアー ト展 と同様に展示作品

と説明の評価を行った。

・質問 1:展示作品はどうでしたか ?

サイエンスアー ト展の結果とよく似てい

る。概ね興味を持ってもらえたと評価 した

い。しかし、興味を持てない参観者が 3人

いたことは準周期タイ リングが科学的な造

□よく分からなかつた
1人

口あまり面白くなかつ
た 0人

■その他 6人

□あまり興味を持てな
かつた3人

■その他 3人

■とても面白かつた
10人

■まあまあ興味を持て
た 20人

■まあまぁ興味を持て
た 27人

□難しくて分か受
かつた 4人

■まあまあ面白かつた
4人

□あまり興味器 てな
かつた 1人

□その他 0人

口その他 0人

日とても興味澤かつた
31人

形であつて、アー トの視点から見ると達成度は不十分 と考えられる。

・質問 2:パネルの説明はどうでしたか ?

専門性の高い研究を市民に分か りや

す く、正確に伝える科学コミュニケータ

ーの役割は科学が支配する現代社会では

不可欠である。 「準結晶 とは」から「準

周期タイ リングアー ト」に至る過程を展

示によって解説 した。準結晶とい う非常

に難解な構造をタイ リングアー トの作品

□あまり興味蟹 そら
れなかつた 1人

■とてJ昴味課かつた
18人

■まあまあ興味を持て

た 36人
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を使つて視覚的に表現 して理解に導く。 このサイエンスとアー トを結ぶ試みは、科学 と芸

術の関係を示すお手本のような準結晶の研究がノーベル化学賞を受賞することによつて可

能になった。専門性が高い展示であつたので、パネルと口頭の説明だけでにわかに理解を

求めるには無理があつた。アー ト作品の制作過程に準結晶の知識を織 り込んで、できるだ

け平易な表現を用いて説明したので、関心が高まったためか予想に反 して興味を持つ参観

者が 9割近 くにのぼつた。今後も機会を提えていろいろな角度からサイエンスアー トを広

めたい。

アンケー トの総合結果について、記入 したのは主婦や社会人約 50名 の記入結果である。

主催者 としては現在の方向性に確信が持て、将来にも期待が持てる結果が得 られたと考え

る。

子 どもの感想・コメン ト :

72人の小学生に感想を書いてもらつた。全部の感想を記すことはできないが、感性表現では、「た

のしい」「おもしろい」、などのキーワー ドの出現頻度をカウントして ( )内に記録した。また、作

品名・イベントは ( )内に出現数を記録した。カウントの方法は、「むずかしかったけどたのしかっ

た」は「むずかしい」「たのしい」の両方にカウントした。主要なものを下記にまとめて記す。

感畦赳見:

おもしろい 01)、 たのしい (10)、 びつくり。おどろいた 0)、 ふしぎ 0)、 ふだん見れないもの (3)、

すま 0ヽ)、 さわれる (1)、 わからない。むずかしい 0)

作品・イベント:

動くモナリザ 0)、 錯視 0)、 パズル (10)、 化石 2)、 真空実験マシュマロ 0)、 ドーナツ (3)、

キリン 0)、 レインボーキューブ 0)、 フラフープ曲面、タツノオトシゴtテセレーション、 ドラゴン、円

柱パッキン

^ゥ
暖 1表 |まっこころ (各 1)

最後に、アンケー トに協力頂いた父兄の皆様、子 どものみなさんにお礼申し上げます。

この企画を開催するに当って、朝霞市生涯学習課の皆様、朝霞市の小中学校の校長先生

がチラシの配布にご協力頂きました。共催、後援、協力を頂きました多くの外部団体のご

支援に対 して関係者各位に厚 く御礼申し上げます。
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一
活動報告 ――

モンゴルー日本遠隔ワークショップ 「錯視立体のふ しぎ」

松浦 執東京学芸大学基礎 自然科学講座

ISTAの教材および協力のもとで、モンゴル国ウランバー トル第 18学校 10年生日本語学習クラス

と、東京学芸大学基礎 自然科学講座理科教育学分野松浦研究室の間で Skypeを用いた遠隔ワーク

ショップを行ったので報告する。

日時 :2012年 2月 28日 (火)12時から (モ ンゴル側授業時間 11:5012:50)

場所 :モ ンゴル狽1:ウ ランバー トル第 18学校 IT教室、 日本側 :東京学芸大学松浦執研究室

対象 :モ ンゴル狽1:10年生 (高校 1年生、担当 Enhtsetseg先 生)、 日本狽」:教育学部 3年生

テーマ :「錯視立体のふしぎ」

主催 :東京学芸大学松浦研究室およびウランバー トル 18学校

内容報告

ISTAの錯視立体教材は、凹立体の内面に凸物体の絵 (サイコロの目)を描いたもの、および凸立

体の外面に凹物体 (床の間座敷)を描いたものを用意し、これらを片目で (両眼視差の手がかり

なしに)見たとき、絵画的手がかりをもとに実際の凹凸と逆の物体 としてみてしまう錯覚を扱 う

ものである3遠隔ワークショップでは、カメラで写した映像を平面のディスプレイやスクリーン

に投影して見るので、両眼視してもこの錯視が起きる。これを逆手に取つて、凹凸と絵を正しく

対応させたものと、凹凸と絵を逆にしたものを同時に見せて錯覚に気づかせることができる。

ウランバー トル 18学校は高校 3年生に相当する学年までに英語の他、選択した第 2外国語を学

習している。今回の遠隔ワークショップの相手クラスは日本語クラスであり、日本に滞在した経

験のある生徒もいる。18学校はウランバー トルでも優秀な生徒の多い学校である。入学選抜試験

として知能テス トが課せられている。本ワークショップは、IT科 目の教員である Enhtsetseg先

生との協議で実現したものであり、ITの授業の一環として、ITを活用したコミュニケーションの

体験学習と位置づけられる.

言語については次のとお り。モンゴル側は生徒がある程度 日本語を理解できる。ただし、Skype

を通じての日本人学生の日本語での説明は十分理解できない部分があったようだ。また、英語を
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話せる生徒が PCの サポー トをかねて支援に入つ

ている.日 本側は留学生の Khishigsurenが 要所

で通訳にあたつた
=

実際のワークシヨップの流れは次のような t)

のであった.ま ず、事前にサイコロと座敷の型

紙を pdfに してモンゴル狽1に 送信 し、人数分だ

け画用紙にブ リン トしておいてく)ら つた=当 日

は 立体を組み 立てるために糊 と欽を用意 しても

らつておいた.

当日は、は じめに、立体の絵の題材になって

い る 日本家 屋 の座敷 の成 り立ち につ い て、

PowerPoirltフ ァイルを 2会場で共有 して学習 し

た つぎに、サイコロの立体を出 して、右に向

けたか左に向けたかを 日本語で答えて t)ら った

さらに、錯視 立体を加 えて向きを変えてみせ、

何か気づいたか尋ねた.錯視に気づいた ところ

で、実際に手 /1の 型紙を切 り抜いて立体を組み

Lヽて 、片 日で見え方を確かめて t)ら った=同 様

に して、座敷の 1ヽ体について t)ll本側か らデモ

して、その後実際に組み立てて、 手元実験 して

1)ら つた,立体の作 り方について t)Skypeでデ

モ しなが ら説明 した=錯視の見え方については、

1潰後に、説明画 1面 を ,itし て若 |・ の説明を行った

が、少々時間不足 となった=ま た、 タンス付き

の狸座敷の模11に ついては 18学校がわで宿題 と

なった 後 日に聞いた ところに よると、生徒た

ちはこの宿題をやつてきていた とυ)こ とである

この時点では、次回は錯視の しくみを
「

寧に



学習することと、18学校の生徒にグルの内装などモンゴルに特徴的な構造物をモチーフに錯視立

体を案出してもらい、それを日本狽1に 日本語で説明するという授業案を提案した。しかし、その

後適切な日程が決まらず (教員の松浦が 3月 と4月 に 2週間ずつモンゴル出張となり、 5月 に入

るとモンゴルでは試験期間、その後 3ヶ 月の夏休みに入る)、 相談は持ち越しとなった。

Skypeを利用しての簡易な遠隔ワークショップであったが、モンゴル側で多少音声の不鮮明を

感 じたとの意見もあつた。 しかし、教材を共有して、低コス トで遠隔のリアルタイムなコミュニ

ケーションができることはすばらしい。ワークショップの間に、日本語でのやや脱線 した会話も

できていた。

ISTAの教材は、座敷の絵があることで、建築文化の違いなどをコミュニケーションの題材にで

き、広がりのある学習を可能としていた。

(図 は上から、①サイコロ立体と錯視立体を同時に動かしてみせるところ、②立体の組み立て方

のデモ、③18学校教室内の様子、④錯視のしくみの説明)
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……‐活動記録 ‐一―

障害児ワークシヨップ

「水の力と膜の不思議」(8月 )

活動アルバム

仲野真人、小原廣久、渡辺泰成

新座児童センターワークシヨップ

にうJ(2月 )       「顕微鏡でみる不思議な世界」(8月 )

ふれあいフェスティパルワークショップ

「水たまりん」の実演

モンコリレ・ウラン■ トル18番学校と東京学芸大学

webカメラによるリアルタイム錯視実験(2月 )

(10月 日朝霞第 4小学校跡地 )

「水たまりん」風洞モデルの実演

__ヾ ざ _

「霧箱を使つて宇宙線をみよう」(2月 )
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art space kimura ASK?

ASK?展示会場「なにを議論してるのかな」

赫‐‐■|■
=■

...=|..・1       膠́ル|14(

展示風景 (11月 口銀座 )

「アトラクタグラス」カオスをモリ

サイエンスアゴラ

ほつこころ 「あったかいよ !

展示風景 (11月・日本科学未来館 )

」      サイエンスアゴラ展示会場 「たくさん人がいるなぁ」

朝霞市民活動まつリワークショップ(12月・朝霞中央公民館 )

ISTAグッズの販売「たいくつだね」

カオスをモチーフにした作品

水たまりん実演風景「にらめっこしてるみたい」
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となりのサイエンスアート(2月・朝霞中央公民館)

となりのサイエンス案内

址IF■襦■ る、

ゼニニニ嵐進維

あそびのひろば

サイエンスアート展

CG、 シミュレーション絵画、エロージョンアート ガラスエ芸 アトラクタグラス

躙

総合受付

化石のスケッチ 多面体キットを使つて組み立てあそび

壕 t″t

ヽ撃
ダ
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ビデオフィードバックのよるシマウマの映像 振り子による自動筆記装置 ハーモノグラフ

、til.電
`

科学ワークショップ

雪の結晶 切り紙細工

日本テセレーションデザイン協会の展示
球面上のウマ 十二支のエッシャー模様 木製
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水中のシャホ
゛
ン玉に虹の模様を作ろう
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ノーベル化学賞特別企画展

科学と芸術の相関例 :準結晶の電顕鯰 イスラ    準結晶モデルと日本の準結晶研究の

ムモザイクタイル模様の概 示すパネル展示    紹介パネル展示

ISttAサ ロン (ISttA事 務 所 )

(ISttA会 員の研究分野・活動などを紹介するプレゼンテーション)

第1回 「サイエンスアート入門」のプレゼン風景 (9月 )

第 4回「国際会議 Generat市 eAた201l Romaの報告」のプレゼン風景 (1月 )

子どもは紙工作ワークショップ
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